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真庭地域における新しい高等学校の教育内容等について（第１次まとめ） 

 

 

 

 このことについて、岡山県教育委員会の会議において、次のとおり報告されました

のでお知らせします。 

 

 

 

記 

 

 

・真庭地域における新しい高等学校の教育内容等について（第１次まとめ） 

   別添のとおり 

 

   なお、別紙のとおり、同第１次まとめに関する説明会を開催しますので、併せ

てお知らせします。 



 
 

令和８年９月１日 
 

真庭地域における新しい高等学校の教育内容等について 
（第１次まとめ） 

 
 令和７年３月14日に策定された県立高等学校再編整備アクションプランに基づき設置された
真庭地域プロジェクトチームにおける検討状況は、次のとおりです。 
今後も、地域等からの御意見をいただきながら、プロジェクトチームにおける議論を深めてま

いります。 
 

区  分 内     容     等 

１ 再 編 整 備 対 象 校 勝山高等学校・勝山高等学校蒜山校地・真庭高等学校 

２ 学 科 構 成 等 (1) 普通科    （全日制） 
（看護等の複数のコースを設置） 

(2) 農業と商業を融合した学科（全日制） 
(3) 新しい普通科※   （全日制） 

（探究学習を通して、自己のキャリアと地域の未来を拓く学科） 

３ 設 置 場 所 勝山高等学校地（普通科・農業と商業を融合した学科） 
勝山高等学校蒜山校地（新しい普通科） 
 
真庭高等学校地については、農業と商業を融合した学科の実習拠

点として活用する。 

４ 設 置 年 度 令和 14年度を目指す。 

５ 目 指 す 学 校 像 (1) 全ての生徒の可能性を引き出す学校 
(2) 自己実現できる学校 
(3) 生徒と地域が主体的に関わり合う学校 

６ 教 育 の 特 色 (1) 生徒の学習ニーズに対応する柔軟な教育課程を編成するととも 
に、必要な学習環境を整備し、真庭地域ならではの新たな学びの 
ネットワークを活用して、個性を伸ばしながら、地域社会や国際 
社会で活躍する人材を育成する。 

(2) 大学、企業、医療機関及び地域の専門家等との対話を通して、
社会課題や様々な考え方に触れながら、社会の発展に貢献するた
めの当事者意識や多角的な視点を養う。 

(3) 地域の大人の伴走のもと、真庭の多彩な地域資源等を活用し、 
自分の興味・関心や体験を起点に、社会課題の解決策を考え実行 
する探究学習等を通して、仲間と共に壁を乗り越えながら、新た 
な価値を創造する力を育む。 

(4) 探究学習等の成果を生かした進路指導の充実を図るとともに、
遠隔教育も活用した個別最適な学びを展開し、難関大学をはじめ
とする上級学校への進学、県内外や地元企業への就職を支援する。 

(5) 地元自治体・地元企業・大学・中学校等と連携・協働し、地方 
  創生に資する取組を深化させる。 

 
＜当面の取組＞ 
 ・２校１校地において、特色化・魅力化に継続して取り組むとともに、連携・協働した教育活

動等を実施します。 
 
※高等学校における「普通教育を主とする学科」の弾力化（高等学校設置基準及び高等学校学習指導要領の一部改正）により、

「学際領域に関する学科」、「地域社会に関する学科」、「その他特色・魅力ある学びに重点的に取り組む学科」といった特徴的

な学びをする普通科の設置が可能となった。 



新 校 で 実 現 ！ 「 ３ つ の 理 想 の 学 校 像 」 ！新 校 で 実 現 ！ 「 ３ つ の 理 想 の 学 校 像 」 ！新 校 で 実 現 ！ 「 ３ つ の 理 想 の 学 校 像 」 ！

地 域 社 会 や 国 際 社 会 で 活 躍 す る 人 材 へ ！地 域 社 会 や 国 際 社 会 で 活 躍 す る 人 材 へ ！地 域 社 会 や 国 際 社 会 で 活 躍 す る 人 材 へ ！

君 の 「 や っ て み た い 」 を 実 現 で き る ！君 の 「 や っ て み た い 」 を 実 現 で き る ！君 の 「 や っ て み た い 」 を 実 現 で き る ！
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（別紙） 

 

真庭地域における新しい高等学校の 
教育内容等に関する説明会について 
（ 第 1 次 ま と め 説 明 会 ） 

 
県教育委員会では、令和８年９月１日に「真庭地域における新しい高等学校の教育内容等について

（第１次まとめ）」を公表しました。 
つきましては、次のとおり、第１次まとめ説明会を開催しますので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１ 趣旨 

当該第１次まとめに関する説明を行うとともに、真庭地域における新しい高等学校（以下「新校」
という。）についての意見を聴取するもの。 
 

２ 日時及び会場 
 (1) 日 時：令和８年９月 19日（土）  

午前の部 10:00～11:30（受付 9:30～） 
午後の部 13:30～16:00（受付 13:00～） 

 (2) 会 場：久世エスパスセンター 会議・研修室（真庭市鍋屋１７－１） 
 
３ スケジュール 

部 開始時刻 所要時間 内容 

午前の部 

9 : 3 0 ― ○ 受付 

10:00 90分 
○ 説明及び意見聴取 

第１次まとめについて 
○ アンケート 

 
部 開始時刻 所要時間 内容 

午後の部 
 

※グループ形式
で行います 

13:00 ― ○ 受付 
13:30 15分 ○ 自己紹介・アイスブレイク 

13:45 30分 
○ 説明 
    第１次まとめについて 

14:15 90分 

○ 新校についての意見交換等 
(1) 外部有識者による講演 
「地域と共に創る学びの土壌とは（仮）」 
(2) ワークショップ 
(3) 振り返り 

15:45 15分 ○ アンケート・集合写真撮影 
  
４ 対象者 
・「午前の部のみ参加」、「午後の部のみ参加」、「両方の部に参加」のいずれも可能です。ただし、 
「午後の部」に参加される場合（両方の部に参加の場合も含む）は事前の参加申込みが必要です。 
・各部とも、開始時刻を目処にお越しください。 
・各部とも、満席等により参加いただけない場合があります。予め御了承ください。 

 
５ 事前の参加申込み（午後の部参加希望者のみ） 
  下記「参加申込みフォーム」の URL、または二次元コードにより必要事項を入力の上、登録して
ください。 

  【参加申込みフォーム】https://forms.gle/cTL6EWmv1VjuQ2KXA 
  【参 加 申 込 み 期 限】令和８年９月 17日（木） 
 
６ 問い合わせ先 

岡山県教育庁高校教育課高校魅力化推進室  企画推進班 髙木 
TEL 086-226-7825  FAX 086-224-2535  電子メール miryoku@pref.okayama.lg.jp 

 
７ その他 

当該第１次まとめ等については、別紙のとおりです。 
また、高校魅力化推進室ホームページにも掲載しております。 

検索 高校魅力化推進室 岡山県ホームページ → 教育体制の整備 
（https://www.pref.okayama.jp/page/1054176.html） 
 
 



真 庭
地 域

日時 令和８年９月19日（土）

会場  久世エスパスセンター　会議・研修室　（真庭市鍋屋17-1）

午前の部

　

11/30までのお申し込みで 入会金
¥0
友達紹介で QUOカード500円プレゼント
先着順・定員になり次第締切！

午前の部
のみ参加

事前の申込み不要

午前の部・午後の部
両方参加

午後の部のみ
事前の申込み必要

午後の部
のみ参加

事前の申込み必要

備考 ・各部とも、開始時刻を目処にお越しください。
・事前の申込みは９月１７日（木）までとなります。

午後の部

　　
自己紹介・アイスブレイク13:30

(2) ワークショップ
(3) 振り返り

説明
新校についての意見交換等14:15

13:45

アンケート11:30

説明・意見聴取10:00

 第１次まとめ説明会
趣旨
・真庭「新校」の教育内容等（第１次まとめ）について説明を行います。
・真庭「新校」についての御意見をお聞かせください。

事前申込み
が必要な方
はこちら▶︎

岡山県教育庁高校教育課
高 校 魅 力 化 推 進 室
企画推進班 担当　髙木

TEL：086-226-7825

電子メール：miryoku@pref.okayama.lg.jp
FAX：086-224-2535

アンケート・集合写真撮影15:45

(1) 外部有識者による講演
「地域と共に創る学びの土壌とは(仮)」 講師 小林　圭介
氏

　2016年より、島根県
邑南町に、矢上高校魅力
化コーディネーターとし
て従事。
　現在は、一般財団法人　
地域・教育魅力化プラッ
トフォームに在籍。

  9:30 受付開始

13:00 受付開始

※グループ形式
　で行います
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